
（暴力・虐待を生まない社会づくり検討委員会）

暴力・虐待を防ぐためにあなたにできること
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　そんな思いから、東京都社会福祉協議会では、暴力・虐待を防ぐため、

地域でできることを皆さんと一緒に考えられるよう、この冊子を作成し

ました。 

　東京都内の子どもや女性のための福祉施設（児童養護施設・母子生活支

援施設・婦人保護施設等）では、暴力・虐待を受けて施設に入所してく

る子どもや女性が年々増えています。家庭などでの子どもに対する虐待、

配偶者等からの暴力（ＤＶ）が原因です。暴力・虐待を経験した子どもや

女性は、その後も生きづらさを抱え、福祉施設では寄り添いながら支援

しています。 

　ここで紹介している事例などは、東京都内の子どもや女性のための福

祉施設に入所してきた方々の事例を加工して作成しています。これらは、

皆さんの身近で実際に起こっている事例です。これをもとに皆さんの地

域で地域住民にできることを一緒に考えたいと思います。 

　暴力・虐待をなくすために、ぜひ皆さんの力をお貸しください。 

 

 社会福祉法人　東京都社会福祉協議会　　　

 暴力・虐待を生まない社会づくり検討委員会

「どうして暴力・虐待はなくならないんだろう？」

「子どもや女性への暴力・虐待を、

 地域で未然に防ぎたい！」
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暴力のことを考
えてみましょ

う

暴力は「やむをえない」ものなのでしょうか？
暴力はどのようなときに使われるのでしょうか？
相手に自分の想いを無理やり通すため？
でも、それって…。暴力じゃなきゃできないこと？？
人と人が気持ちや考えを伝えるコミュニケーション
の手段に、暴力は必要ありません！！
「自分のことを理解してもらいたい」という想いは誰
でも持っています。でも、伝える手段を間違ってしまったら…。自分
の想いを通そうと暴力に及んでしまう危険性は私たちもあります。

児童虐待の児童相談所への相談件数は年々増加し、都内全体で年間
5,414件にのぼります。

「大変なことになっているな」と感じるかもしれません。
でも、実は、これって、あなたの身近で起こっていること

なんです。
「家の中のことだから…」
「気になるご家庭があるけど、もしちがったら大変…」
「専門機関の領域かな…」
　　　と感じていないでしょうか？

暴力・虐待を受けた経験のある子どもや女性には次のような傾向がみ
られる人もいました。
■自分に自信が持てなく、何をしてもダメだと感じてしまう
■人と関わることが苦手になったり、生きづらさを抱えてしまう
■暴力をコミュニケーションに使われてき
たため、言葉で自分の気持ちを伝えるの
が苦手になってしまう
■安心できる存在が得られなかったため、
甘えられる存在を無差別に探してしまう

そもそも
暴力って、必要？

どんな影響が
あるの？

あなたの身近で
起きています！
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あなたに

「気づいて欲
しい」と
思っています

「知られたくない」
のでは

ないのです！

見逃さないで…
「空振り」でも
いいんです

東京都社会福祉協議会では、児童養護施設、母子生活支援施設、婦人
保護施設へ入所する前に暴力・虐待を受けたことのある495人の実情
を調査しました。
「どうして早く見つけてあげられなかったか？」を調べてみると…

「知られたくなかった」は１割にすぎず、むしろ「相談できることを知
らなかった」、「自分が受けていることが暴力・虐待だと認識していな
かった」が多いのです。
「よその家の中のことだから…」と思っていると、助けてあげることが
できないのです。

「気になる家庭があるけど、もし誤解だったら…」と思い、気になった
まま見逃してしまうことはありませんか？
でも、そこで見逃してしまったことで、問題が深刻化したケースが、
調査では多くありました。逆に、通報を受けて状況を確認してみたら、
「誤解だった」「虐待ではなかった」ということもあります。
状況を確認する機関はどこから情報を得たかわ
からないように配慮します。無事を確認した民
生児童委員さんからは、「空振りでホッとした」
「話ができて良かった」という声もありました。

「誤解だったら」と躊躇して見逃さないで、「空
振り」してもいいんです。

0 10 20 30 40 50

暴力・虐待を相談できる人・機
関を知らなかった
自分が受けていることが、暴力・
虐待だと認識していなかった
自分が受けている暴力・虐待を
人に知られたくなかった

40.0

34.3

12.8

（％）
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　とはいっても、具体的にど
うしたらよいのでしょうか？

 

　どこに相談すればよいので
しょうか？ 

 

　　　　では、身近にいるあ
なただからできることを 

 
一緒に考えてみましょう！　

　

地域住民に
できることが
ある

暴力・虐待を受けた子どもや女性を受入れている福祉施設は、暴力・
虐待を未然に防ぎたいと考えています。そのために、福祉施設として
もできることを応援したいと思っています。これらの福祉施設に「未
然に防ぐために、専門機関以外の地域住民にもできることはあります
か？」と尋ねると…
 

９割の福祉施設が「地域住民にできることがある」と答えました。
つまり、「専門家の領域かな…」は、誤った理解なのです。

とてもあると
思う
12.3％

とてもあると
思う
12.3％

あると思う
56.6％
あると思う
56.6％

少しあると思う
21.7％
少しあると思う
21.7％

ないと思う
2.8％
ないと思う
2.8％

不明
6.6％
不明
6.6％



 

 

 

　ここでは、調査から得られた本当に起きた事例から、悲しい結果になっ

てしまったケースを５つのマンガで紹介しています。 

 

　調査では、9割を超える福祉施設が「地域住民にできることがある」と

答えています。わたしたちには何ができるのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　では、マンガをみながら何ができそうか一緒に考えてみましょう。 
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■ 近隣に関心をもち、挨拶や声かけなどのできることから始めて、孤独を感じさせない■ ある程度の関係ができれば、相談できる機関を伝える

■ 地域で「暴力・虐待を許さない意識」を高める■ 気軽に立ち寄れる場所を地域に作っていく■ 気になるときに、「どう思う？」と身近な人と話してみる

■ 暴力・虐待を見かけたら、勇気をもって通報する■ 通報のハードルが高ければ、役所などに情報を知らせるだけでも良い

たとえば…
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CASE《子育てに協力してくれない…》

夫が「しつけ」と称して、泣き止まな
い赤ちゃんに虐待を繰り返しました。
妻は夫をおそれ、その虐待を見て見
ぬふりをしてしまいました。そして、
通報を受けた警察が、傷だらけの赤
ちゃんを発見する事態になりました。

ある事例では…

それも
そうね

子どものことは
全ておまえに
任せてある

俺は
仕事で
忙しい!!

少しは子育
てに協力し
てくれても

メシ

子どもを
黙らせろ!!

おまえが
やらないなら
俺がやる

向かいの
お宅
大丈夫
かしら

あのダンナさん
赤ちゃんに
手をあげない
かしら？

ここに引っ越し
て来たばかり
だから

奥さんも
子育てのコトや
悩みを相談
する人が
いないん
じゃない

大丈夫かしら？ 虐待なの
かしら？

あまり近所の
コトにクチを
はさむのも
よくないぞ

と、向かいのお宅
のコトを見て見ぬ
フリをした

しなかったら…しなかったら…
何も何も

わたしには
 何ができたのかな？



 ● 自分から挨拶してみて
近隣の方にいきなり声をかけるのは勇気がいるか
もしれません。隣近所の人とすれ違ったりしたら、
自分から挨拶をしてみてください。挨拶から顔なじみ
になり、そこからあなたにできることが見つかるかもしれません。
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CASE 子育てに協力してくれない…

奥さん、
近くに住んでいる
○○です

困ったことが
あったらいつでも
相談してね

私は子育ての
ベテランなの
泣き止まなかっ
たら言ってね

この地域は
子育て支援
もあるから
活用すると
いいわよ

この後、民生児童委員を
介して地域の子育て支援
サービスを受けることにした。

勇気を
　出して一歩
勇気を
　出して一歩

と、向かいのお宅
のコトを
気にかけた

あなたにもできること

▶子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒
鳴り声

▶不自然なあざややけど
▶極端な栄養失調や発達の遅れ
▶乱暴な言葉づかい、極端な無口、
表情が乏しい

▶大人への過度な反抗的態度、顔色
を伺う態度

▶家に帰りたがらない
▶年齢や場所に不釣り合いな性的な
言動、etc

虐待を受けている人の兆候Po
int
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CASE 子育てに協力してくれない…
CASE《「孤

こ

育
そだ

て」中のお母さん》

なおみさんは友だちのいないさびしさ
を紛らわすため、お酒をたくさん飲む
ようになりました。保育園も休ませる
ようになりました。そして、近隣から
の通報で警察が家に入ったときには、
子どもが何日も食事も与えられず危険
な状態で見つかりました。

ある事例では…

ごめんな
さいね
またせて
しまって

むかえに
来るの

おそくなって

なおみさん
こんにちは

ゆうこ
さん

これから
ママが集まって
女子会なんだけど

やめときます

この子との
時間を大切に
したいので

ママ
行かなくて
いいの？

シングル
マザーの
私が行っても

ひけ目を
感じるだけだし…

なおみさん、
ママ友の輪に
入りにくいんじゃ…

私の
考えすぎ
かしら…

しなかったら…しなかったら…
何も何も

わたしには
 何ができたのかな？

と、放って
おいた



 ● 自分が暮らす地域に目を向けて
あなたが暮らす地域にも、高齢者、サラリーマン、学生など、
いろんな人が暮らしています。楽しく子育てしている親もいれ
ば、子育てに悩んでいる親もいます。まずは、自分が暮らす地
域に興味を持ってみて。

 ● 不安を感じていそうな人がいたら声をかけてみて
子育てに疲れていそうな人がいたら「子育てはどう？」
「大変ね」などと話しかけてみてください。子育て
を応援していると伝えることで、わかってもらえ
ると感じて心が軽くなるかもしれません。少し
の勇気で親子を救えるかもしれません。
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CASE「孤育て」中のお母さん

こんど、子ども
も一緒にお茶
しない？ 何か

大変なことが
あったら
相談して

よかったぁ、
まわりに頼れ
る友人がいて

なおみさんはゆうこ
さんから教えて
もらった親の
支援団体相談会に
参加することにした。

勇気を
　出して一歩
勇気を
　出して一歩

あなたにもできること

と、なおみさ
んを誘う
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CASE《同じクラスのりょう君》CASE「孤育て」中のお母さん

お母さんはでかけたまま、何日も帰っ
てこなくなり、食事を与えないことも
ありました。周りに知られるのが怖く
て、りょうくんを学校に通わせなくな
りました。学校からの通報で児童相談
所が家に入ったときは、りょうくんは
やせ細った状態で見つかりました。

ある事例では…

ママ、今日
りょうクン 変だった

のよ

「なんでもない」
しか言わないの

夜のお店で
働いてるから
帰りもおそい
みたい

りょうクン、お母さん
しかいないのよね

そういえば 昨夜、りょうクンのお宅から

あんたのせいで、
こんな生活
してんだよ

って、どなり声
がして

あれは
りょうクンの
お母さんの
声だった
ような…

きっと
りょうクン

お母さんに
ぶたれたのよ

ママ、お願い りょうクンを
たすけてあげて

きっと学校の先生が
なんとかして
　　くれるわよ

そうかな？

ほっぺにケガをして、
学校に来たの。

どうしたの？

しなかったら…しなかったら…
何も何も

わたしには
 何ができたのかな？

と、放って
おいた



 ●「虐待かも？」と心配なときは、連絡して
「もしかしたら虐待かも…」と確信がもてなくても、子
供家庭支援センターや役所に連絡してください。通
報すると、いろいろな機関に連絡して事実確認をしま
す。必要に応じて、立ち入り調査や一時保護すること
もあります。通告者の情報は、相談先の関係者以外に
知られないことになっています。匿名でも連絡できます。
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CASE 同じクラスのりょう君

子供家庭
支援セン
ターです
か？

子供家庭
支援センター
から来ました

勇気を
　出して一歩
勇気を
　出して一歩

あなたにもできること

と、支援センター
に連絡した

りょうクンのお宅にも
訪ねてくれて、
りょうクンお母さんの
相談にも乗ってくれた。

子どもからのSOSは親のSOSでもあります。虐待をしている人自身
もいろいろな問題をかかえ、自分で解決することが難しい状況にあり
ます。あなたの気づきと行動が子供だけでなく、親も救うことにつな
がります。

親も救うことになるPo
int



13

CASE《ガマンしてしまうともこさん》CASE 同じクラスのりょう君

ともこさんは夫からの暴力がエスカ
レートし、精神的に追い詰められうつ病
になってしまいました。そして、命の危
険を感じて、子どもを残して出て行っ
てしまいました。残された夫は、泣き
止まない子どもに手をあげるようにな
りました。近所からの通報で警察が介
入し、子どもの命だけは救えました。

ある事例では…

あらともこさん、
どうしたの、
暗い顔して

へーっ、ダンナ
さん、そんなこと
いうんだぁ

子供がなきやまないと

DVに関わったらコワそう

おまえの
子育てが
ヘタ

なんだろ!!

ぶつ
の？

夫に養ってもらって
いる立場だから、
文句も言えない

それって
DVでしょ…

よく見ると、
ともこさんのほほ、
少し赤くなってる
みたいだし

余計なコ
トするな

しなかったら…しなかったら…
何も何も

わたしには
 何ができたのかな？

と、放って
おいた



 ● 耳を傾けて。話を受け止めて
DVの苦しみを話すことはとても勇気がいり
ます。暴力を受けていることを打ち明けてく
れたら、否定したり疑ったりしないで、あり
のままを受け止めて。

 ●「どうしたの？」と声をかけてみて
DVの発見が遅れると命が危険になる場合も
あります。不安そうな表情で悩んでいる人
がいたら、声をかけてみてください。自分で
相談できる力がありそうなら、相談機関の連
絡先を伝えてください。緊急性が高い場合は、
すぐに相談機関や警察への連絡が必要です。
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CASE ガマンしてしまうともこさん

ともこさんは
勇気を出して
女性相談セン
ターに相談 夫とは離れて

暮らし
それって
DVだよ

女性相談
センター
に相談し
た方が
いい

子供と幸せに
暮らした。

勇気を
　出して一歩
勇気を
　出して一歩

あなたにもできること

と、相談すること
をすすめる

DV（ドメスティックバイオレンス）
は身体的な暴力だけでなく、大
声でどなる等の「精神的暴力」、
性行為を強要する等の「性的
暴力」、生活費を渡さない等の
「経済的暴力」などがあります。
▶不安な様子、イライラしている、
余裕がない

▶家族や友人と会うことを制限
されている

▶身体に不自然なアザやキズがある
▶どなりつけている場面を目撃した
▶人前で子どもを厳しく叱る、叩く、
等

暴力を受けている人の兆候Po
int
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CASE《落ち着きがない子ども》CASE ガマンしてしまうともこさん

まり子さんは、“他の子とは違う”とい
う悩みをかかえ、保育園を休ませるよ
うになりました。何度注意しても伝わ
らず、しつけが虐待に変わっていきま
した。泣き叫ぶ子どもの声を聞いた近
隣から警察に通報があり、虐待が表面
化しました。

ある事例では…

うちの子、
また浮いてる

そう
考えるなら…

他の子と
合わせられない
　　のよ

まりこさん

昨日TVで子供の専門家が
出ていて

注意力
のない
お子さんは

ADHD
（注意欠陥）
の発達障害
がある
可能性が…

といっていたの

乳幼児検診
では、何も異常
はなかったのに

心配
しすぎなん
じゃない

でも

はじめての子だから、
いろいろ不安で…

私、子育て
サークルに
入ってるん
だけど

いっしょに
入らない？

そんなぁ…
でもうちの子、他の子
と違うから…

他のお母さんに
迷惑かけそう
だし…

しなかったら…しなかったら…
何も何も

わたしには
 何ができたのかな？

ムリに
誘わなかった



 ● 親は子育ての悩みを抱えていると理解して
子育ては幸せと大変さが両方あります。初めての
育児だと「自分の子育てが間違っていないか？」
と不安を抱えています。また、子どもの成長に
不安があると、「自分の子育ての仕方が悪いので
は？」と悩むこともあります。
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CASE 落ち着きがない子ども

いろいろなお母さん
とコミュニケーション
をとることで情報交
換し、療育センター
のことを知って相
談してみることに。

大丈夫、色んな
お子さんを抱え
るお母さんがい
るから、迷惑に
　　ならないよ

まりこさんは
サークルに
参加して

勇気を
　出して一歩
勇気を
　出して一歩

あなたにもできること

とにかく
誘ってみる

年齢や発達に不釣り合いな不注意さや多動性、衝動性を特徴とする障
害です。日常活動や学習に支障をきたす状態です。育て方やしつけに
よるものではなく、本人の努力不足でもありません。

ADHD（注意欠如・多動性障害）Po
int



 

 

 

　実際に起きた事例をもとに、 

　わたしたちに何ができるか 

　考えてもらいました。 

　「虐待や暴力かな？」と思ったら 

　1人で抱え込まず、友達や家族に相談して 

　みてください。地域で受けとめ、　話せる場所が必要なのかもしれません。

　通報や声かけをしても何も問題ない場合もあります。でも、何もしな 

　いで見逃してしまうと命が危険になることもあります。 

 

　「空振り」をおそれないで！　勇気を出して行動してみてください！ 

 

　次ページからは、子育てや異性関係で悩んだり、困ったときに相談 

　　　　できる機関を紹介しています。匿名で大丈夫です。 

 

　「虐待かもしれない」 

　「暴力を受けているかもしれない」 

と感じたときの連絡先でもあります。
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CASE 落ち着きがない子ども

　1人で抱え込まず、友達や家族に相談して 　1人で抱え込まず、友達や家族に相談して 

わたしたちに
 何ができるのでしょうか？
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「子育てに疲れてしまった…」「隣の家が虐待をしているかもしれない？」と思ったら
下記まで連絡してください。匿名でも大丈夫です。あなたの秘密は守ります。

子供家庭支援センター
子育て家庭のさまざまな相談に応じます。育児疲れのための一時預かりなどの
サービスの紹介や、地域の子育てに関する情報もあります。

区市町村名 電話番号 区市町村名 電話番号 区市町村名 電話番号
千 代 田 区 03-3256-8150 葛 飾 区 03-3602-1389 東久留米市 042-471-0910
中 央 区 03-3534-2255 江 戸 川 区 03-5662-5115 武蔵村山市 042-590-1152
港 区 03-6400-0092 八 王 子 市 042-656-8225 多 摩 市 042-355-3777
新 宿 区 03-3232-0675 立 川 市 042-528-4338 稲 城 市 042-378-6366
文 京 区 03-5803-1109 武 蔵 野 市 0422-55-9002 羽 村 市 042-578-2882
台 東 区 03-3875-1889 三 鷹 市 0422-40-5925 あきる野市 042-550-3313
墨 田 区 03-5630-6351 青 梅 市 0428-24-2126 西 東 京 市 042-439-0081
江 東 区 03-3646-5481 府 中 市 042-354-8701 瑞 穂 町 042-568-0051
品 川 区 03-5749-1032 昭 島 市 042-543-9046 日 の 出 町 042-597-6177
目 黒 区 03-5722-9743 調 布 市 0120-087-358 奥 多 摩 町 0428-85-1788
大 田 区 03-5753-9924 町 田 市 042-724-4419 檜 原 村 042-598-3122
世 田 谷 区 03-5432-2848 小 金 井 市 042-321-3146 大 島 町 04992-2-2381
渋 谷 区 0120-135-415 小 平 市 042-347-3192 利 島 村 04992-9-0011
中 野 区 03-3228-7867 日 野 市 042-599-6670 新 島 村 04992-5-1856
杉 並 区 03-5929-1902 東 村 山 市 042-390-2271 神 津 島 村 04992-8-1180
豊 島 区 03-5980-5275 国 分 寺 市 042-572-8138 三 宅 村 04994-5-0982
北 区 03-3914-9565 国 立 市 042-573-0192 御 蔵 島 村 04994-8-2121
荒 川 区 03-3805-5523 福 生 市 042-539-2555 八 丈 町 04996-2-4300
板 橋 区 03-3579-2658 狛 江 市 03-5438-6605 青 ヶ 島 村 04996-9-0111
練 馬 区 03-3993-2066 東 大 和 市 042-565-3651 小 笠 原 村 04998-2-3939
足 立 区 03-3852-3535 清 瀬 市 042-495-7701

児 童 相 談 所
虐待や育児相談、不登校等の様々な相談に応じ、問題解決に必要な指導・援助をします。
専門職員が対応します。ご本人、家族、地域の方々など、どなたからでもお受けします。

児童相談所全国共通ダイヤル　TEL １
いち

８
はや

９
く

児童相談センターよいこに電話相談
（相談電話番号） 03-3366-4152
（聴覚言語障害者相談FAX） 03-3366-6036

※お住まいの地域の児童相談所に電話をおつなぎします。

相談先
（子どもの場合）
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１人で悩まないで…

相談窓口は、 あなたの周りにあります。

あなたは一人ではありません。 あなたの秘密は守ります。

まずは相談してみてください。

配偶者暴力（DV）・交際相手暴力（デートDV）で悩んでいる方の相談をお受けします。
「DVを受けている」「友達がデートDVかも？」などの場合は、お電話ください。

東京都配偶者暴力相談支援センター

●東京ウィメンズプラザ　TEL 03-5467-2455
毎日　9：00～21：00（年末年始を除く）

一般電話相談の他に、女性弁護士による法律相談、精神科医師による面接相談

を行っています（上記電話にて要予約）。

男性のための悩み相談 　TEL 03-3400-5313
毎週月曜日・水曜日　17：00～20：00　（祝日・年末年始を除く）

●東京都女性相談センター　TEL 03-5261-3110
月～金　9：00～20：00　（祝日、年末年始を除く）

●東京都女性相談センター多摩支所　TEL 042-522-4232
月～金　9：00～16：00　（祝日、年末年始を除く）

※緊急の場合　TEL 03-5361-3911（24時間対応）

※お住まいの都内区市町村の相談窓口でも受け付けています。

●警視庁総合相談センター　TEL 03-3501-0110、または＃9110
月～金　8：30～17：15　（祝日、年末年始を除く）

●よりそいホットライン　TEL 0120-279-338
24時間通話無料　どんな人のどんな悩みでもお電話ください。

相談先
（女性の場合）
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